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奄美群島徳之島から得られた
タカノハダイ Cheilodactylus zonatus

畑　晴陵 1・本村浩之 2

1〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

　タカノハダイ科魚類 Cheilodactylidaeは日本か

らはユウダチタカノハ Cheilodactylus quadricornis 

Günther, 1860，ミギマキ C. zebra Döderlein, 1883，

タカノハダイ C. zonatus Cuvier, 1830の 3種が知

られている（中坊・土居内，2013）．このうちタ

カノハダイは尾鰭に白色斑点が散在することで日

本産他種と識別される（中坊・土居内，2013）．

　タカノハダイはこれまで奄美群島において，奄

美大島と喜界島からのみ記録されていた

（Kamohara and Yamakawa, 1965；四宮・池，1992）．

2015年 11月 28日に徳之島東方で 1個体のタカ

ノハダイが採集された．本標本は徳之島における

初めての本種の標本に基づく初めての記録となる

と同時に奄美群島における本種の 3例目の記録と

なるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Randall (1983)にしたがった．

標準体長は体長と表記し，計測はデジタルノギス

を用いて 0.1 mmまでおこなった．タカノハダイ

の生鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された徳

之島産の 1標本（KAUM–I. 82500）のカラー写真

に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた

標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．タカノハダイの

学名は Randall (1983)にしたがい，Cheilodactylus 

zonatusとした． 

　結果と考察

Cheilodactylus zonatus 
Cuvier in Cuvier & Valenciennes, 1830

タカノハダイ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 82500，体長 283.0 mm，鹿児

島県徳之島東方（とくのしま漁業協同組合にて購

入），2015年 11月 28日，銛，畑　晴陵・稲葉智樹．

記載　背鰭棘数 17；背鰭軟条数 32；臀鰭棘条

数 3；臀鰭軟条数 8；胸鰭軟条数 14；側線有孔鱗

数 58．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 29.1；

吻長 11.5；体高 38.9；体幅 14.8；眼窩径 5.9；眼

隔域幅 7.7；上顎長 7.4；尾柄高 8.5；尾柄長

23.9；背鰭第 1棘長 2.2；背鰭第 2棘長 3.5；背鰭

第 3棘長 5.7；背鰭第 4棘長 17.5；背鰭第 5棘長

15.2；背鰭第 6棘長 12.3；背鰭第 7棘長 9.7；背

鰭第 8棘長 9.0；背鰭第 9棘長 8.1；背鰭第 10棘

長 7.8；背鰭第 11棘長 7.0；背鰭第 12棘長 7.2；

背鰭第 13棘長 6.8；背鰭第 14棘長 6.1；背鰭第

15棘長 5.5；背鰭第 16棘長 4.6；背鰭第 17棘長 4.6；

背鰭第 1軟条長 8.4；背鰭第 2軟条長 8.8；背鰭第

3軟条長 8.2；臀鰭第 1棘長 2.9；臀鰭第 2棘長 7.7；
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臀鰭第 3棘長 14.0；尾鰭上葉長 24.0；尾鰭下葉長

25.6；胸鰭長 28.6；腹鰭長 18.6．

体は前後方向に長い長楕円形でやや側扁し，体

高は腹鰭起部で最大．背鰭起部は前鰓蓋骨後端よ

りも僅かに前方に位置する．体背縁は吻端から背

鰭第 6棘起部にかけて急に上昇するが，眼の上方

は凹み，そこから尾鰭基底上端にかけて緩やかに

下降する．体腹縁は下顎先端から腹鰭起部にかけ

て緩やかに下降し，そこから臀鰭起部にかけて体

軸に平行となり，臀鰭基底部は緩やかに上昇する．

臀鰭基底後端から尾鰭基底にかけては極めて緩や

かに上昇する．背鰭第 1軟条起部は肛門よりも前

方に位置し，背鰭基底後端は臀鰭基底後端よりも

前方に位置する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも

前方，背鰭第 5棘起部直下に位置し，胸鰭基底下

端は背鰭第 7棘起部直下に位置する．胸鰭後端は

背鰭第 2軟条起部直下に達するが，肛門には達し

ない．胸鰭下部の 6軟条は肥厚する．腹鰭起部は

背鰭第 11棘起部直下に位置し，腹鰭基底後端は

背鰭第 12棘起部直下に位置する．腹鰭の最後の

軟条は体と鰭膜でつながる．たたんだ腹鰭の後端

は背鰭第 3軟条起部直下に達するが，肛門には達

しない．臀鰭起部は背鰭第 8軟条起部直下に位置

し，臀鰭基底後端は背鰭第 17軟条起部直下に位

置する．体は円鱗に被われ，吻部，眼の周囲，両

顎，胸鰭腋部は無鱗．背鰭前方の被鱗域の先端は

前鼻孔の中間に達する．眼は前後方向にやや長い

楕円形で，瞳孔は正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と

後鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．

前鼻孔および後鼻孔はともに背腹方向に長い楕円

形．肛門は左右方向に長い楕円形で，臀鰭起部前

方に位置する．前鰓蓋骨後縁と鰓蓋後縁はともに

円滑．両唇は厚い．口裂は小さく，上顎後端は眼

の前縁直下にかろうじて達しない．両顎には絨毛

状の歯が密生し，歯帯を形成する．口蓋骨と鋤骨

は無歯．

色彩　生鮮時の色彩―体背部から体側中央に

かけては一様に藍鼠．体側下部から体腹面にかけ

ては灰白色．鰓蓋後方から尾柄にかけて 6本の蜜

柑色の横帯が入る．前から 1本目は背鰭第 2棘起

部と背鰭第 5棘起部の間から腹鰭基底後端と肛門

の中間直上の体側下部にかけてはいり，その幅は

眼径とほぼ同大．2本目は背鰭第 8棘起部と第 10

棘基底後方の間から肛門と臀鰭起部の中間直上の

Fig. 1. Fresh specimen of Cheilodactylus zonatus. KAUM–I. 82500, 283.0 mm standard length, east of Tokuno-shima island in the Amami 
Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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体側下部にかけてはいり，その幅は 1本目のもの

よりもわずかに狭い．3本目は背鰭第 15棘起部

と背鰭第 2軟条起部の間から臀鰭基底後部直上の

体側下部にかけてはいり，2本目よりもわずかに

細い．4本目は背鰭第 6軟条起部と第 12軟条起

部の間から斜め下後方にかけてはいり，側線と交

差する部位で側線に沿って後方に屈曲し，5本目

と連続する．4本目は屈曲した後，5本目と分離し，

再び斜め下後方に向かい，尾柄下部で終わる．4

本目の幅は 3本目のものとほぼ同じ．5本目は背

鰭第 16軟条起部と第 24軟条起部の間から斜め下

後方にかけてはいり，側線と交差する部位で側線

に沿って後方に屈曲し，6本目と連続する．5本

目は屈曲した後，6本目と分離し，再び斜め下後

方に向かい，尾柄下部で終わる．5本目の幅は 6

本目のものとほぼ同じ．6本目は背鰭第 29軟条

起部と基底後端の間から，斜め下後方にかけては

いり，側線と交差する部位で側線に沿って後方に

屈曲し，尾鰭の鬱金色域と連続する．6本目は屈

曲した後，尾鰭の鬱金色域と分離し，再び斜め下

後方に向かい，尾柄下部で終わる．6本目の幅は

5本目のそれよりも僅かに狭い．眼の上方から前

鰓蓋骨下端にかけて 1本の橙色横帯が入り，眼の

下方で吻端から入る 1縦帯とつながる．また上顎

後端から眼の下方にかけて眼径とほぼ同長の橙色

縦帯が入る．眼の周囲は明るい朱色に縁どられる．

鰓蓋後縁上部は青みがかった黒色．鰓孔後縁は暗

い赤色．背鰭棘部は一様に明るい黄色を呈するが，

第 4棘の基底部付近のみ灰白色．背鰭軟条部は一

様に橙色がかった黄色で，中央部に藍鼠色の細い

縦帯が入り，後部に藍鼠に縁どられた白色斑が 2

つ入る．胸鰭上部はカナリヤ色．胸鰭下部は灰白

色を呈し，肥厚した軟条後端は淡いピンク色．腹

鰭と臀鰭の棘条部は灰色を呈し，軟条部は灰色が

かった黄色．尾鰭は一様に鬱金色で，灰色に縁取

られた白色斑が散在する．

分布　日本国内では津軽海峡から九州南岸に

かけての日本海・東シナ海沿岸，津軽海峡から九

州沿岸にかけての太平洋沿岸，瀬戸内海，伊豆諸

島，小笠原諸島，大隅諸島屋久島，トカラ列島中

之島，奄美群島奄美大島・喜界島・徳之島，沖縄

諸島沖縄島・瀬底島，および八重山諸島石垣島に

分 布 す る（ 蒲 原，1956； 岡 田・ 伊 佐，1959; 

Kamohara and Yamakawa, 1965; Yoshino and 

Nishijima, 1981；四宮・池，1992；中坊・土居内，

2013；山口，2015；本研究）．なお，国外では台湾，

朝鮮半島東岸・南岸，済州島，および香港から報

告 が あ る（Jordan and Metz, 1913; Tanaka, 1915; 

Randall, 1983; Tzeng and Lee, 1994； 山 田 ほ か，

1995; Ching et al., 2006; Choi et al., 2008; Kim et al., 

2009; Lee et al., 2010；中坊・土居内，2013; Xiao 

et al., 2013; Hwang and Jang 2014）．

備考　徳之島産の標本は尾鰭に多数の白色斑

があること，体側に 6本の横帯がはいること，背

鰭棘数が 17，背鰭軟条数が 32，臀鰭軟条数が 8，

側線有孔鱗数が 58であること，頭長が背鰭第 4

棘長の 1.66倍であることなどが Randall (1983)の

Cheilodactylus zonatusや中坊・土居内（2013）が

報告した Goniistius zonatusの標徴と一致した．

Cheilodactylus zonatusは日本から得られた標本

に基づき，Cuvier in Cuvier & Valenciennes (1830)

によって記載された（Randall, 1983）．Jordan et al. 

(1913)は本種が神奈川県三崎において「たかのは

だい」，高知県において「たかっぱ」，「きこり」，「ひ

だりまき」と称されることを報告した．その後，

青森県日本海側，（塩垣ほか，2004），秋田県にか

ほ市金浦（伊藤ほか，2010），新潟県（皆川，

1937；本間，1952），富山県黒部市，魚津市（魚

津水族博物館，1997），石川県能都町（川本，

2000），能登町（坂井，2005, 2010），九十九湾，

輪島市小鵜入（坂井・山本，1996），福井県（手

賀ほか，2014），若狭町三方（夏梅，2000），兵庫

県新温泉町浜坂（鈴木・宇野，1993；鈴木ほか，

2000），鳥取県岩美町浦富海岸（和田ほか，

2014），島根県江津市敬川沖（松本，2005；森脇

ほか，2007），山口県長門市仙崎，下関市吉見（吉

田・伊藤，1957），福岡県津屋崎町沿岸（西田ほか，

2004, 2005, 2007；田和・竹垣，2009），対馬（竹

内ほか，2015），五島列島（吉郷・中村，2003；

道津・冨山，1967；田和・竹垣，2009），長崎県

本土沿岸（道津・冨山，1967；田和・竹垣，

2009），男女群島（高松，1985；荒賀，1995），熊
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本県天草市，上天草市（くまもっと県のおさかな

ガイド作成チーム，2013），苓北町富岡（Tomiyama, 

1972），青森県牛滝（松浦ほか，1988），青森県太

平洋沿岸，青森湾，岩手県角ノ浜（塩垣ほか，

2004），宮城県名取市閖上（大島，1934；座間，

2001），茨城県沿岸（茨城の海産動物研究会，

2004, 2007），千葉県勝浦市（川瀬，2010），館山

市（林・伊藤，1974；萩原・木村，2005；河野ほ

か，2011），神奈川県横須賀市長井沖（清水・長田，

1982），天神島近海（林，1995），三浦市金田湾（中

田・ 三 谷，1980）， 三 崎（Jordan and Thompson, 

1914; Jordan and Hubbs, 1925；山田，1990），諸磯（檜

山・安田，1971），藤沢市江ノ島（Jordan and 

Thompson, 1914）， 平 塚 市， 二 宮 町（ 浜 口，

1991），伊豆半島（益田・小林，1994；松浦，

1997；木村，2009），静岡県伊東市八幡野（伊藤，

2001），富戸（阿部・益田，1972），下田市下田湾

（小池・西脇，1977），沼津市大瀬崎（峯水・松沢，

2010），静岡市清水（矢冨，2006），御前崎市（石

川，2010），愛知県伊勢湾湾口部（中島，1975），

三重県鳥羽市（Jordan and Hubbs, 1925；片岡・富田，

1981），答志島桃取（松原ほか，1951），志摩市英

虞湾（木村ほか，1983），和具（片岡・富田，

1981），南伊勢町（鈴木・片岡，1997），尾鷲市（荒

賀，1995），九鬼（片岡・富田，1981），和歌山県

（宇井，1924），白浜町（桑村，1980; Randall, 

1983；池田・中坊，2015），徳島県牟岐町（藍澤・

瀬能，1991），高知県高知市浦戸湾（蒲原，

1959），須崎市横浪半島（平田ほか，2011；木村

ほか，2013），浦ノ内湾湾口部（鐘，2006），土佐

市宇佐町（芹沢ほか，2007），土佐清水市以布利（平

田ほか，2001；甲斐，2001），大月町（平田ほか，

2010），柏島，沖ノ島（蒲原，1961），渭南（大植

ほか，1953），愛媛県愛南町（平田ほか，2010；

高木ほか，2010），宇和海（辻・平松，1987；坂

井ほか，1994），大分県佐伯市名護屋湾（尾上ほか，

2001；中嶋，2011），瀬戸内海（林，1997），伊豆

諸島三宅島（Shepard and Moyer, 1980），八丈島（古

瀬ほか，1996；加藤，2011, 2014），豆南諸島（Kuriiwa 

et al., 2014），小笠原諸島（杉浦，1970；倉田ほか，

1971；座間・藤田，1977; Randall et al., 1997）な

どから報告されている．Sano and Moyer (1985)は

伊豆諸島三宅島においてタカノハダイの昼間の行

動パターン，食性などを調査し，ヨコエビや十脚

類などの小型底性無脊椎動物を主な餌とし，主に

昼間に摂餌することを報告した．古瀬ほか（1996），

瀬能・加藤（2002）は本種とミギマキ C. zebraの

自然交雑個体と思われる個体を八丈島近海で撮影

された水中写真に基づき報告した．また

Matsumoto et al. (1999)は愛媛県愛南町沖の宇和海

において，ベラ科魚類アカササノハベラ

Pseudolabrus eoethinus (Richardson, 1846)とホシサ

サノハベラ P. sieboldi Mabuchi and Nakabo, 1997が

タカノハダイに随伴して摂餌を行うことを報告し

た．Matsumoto and Kohda (2001)は宇和海の 2地

点（室手と荒樫）のタカノハダイの鰓耙形態の比

較を行い，小さい餌が多量に存在する室手の個体

は鰓耙幅が荒樫の個体よりも小さいことを報告し

た．そのほか，宇和海におけるタカノハダイの生

態や形態に関する研究が多数行われている（例え

ばMatsumoto, 2000; Matsumoto and Kohda, 2000）．

鹿児島県内においてもタカノハダイは長島列

島伊唐島，長島，諸浦島（並田，1977），甑列島

下甑島（財団法人鹿児島市水族館公社，2008），

吹上浜（肥後ほか，1983a），南さつま市（財団法

人鹿児島市水族館公社，2008），枕崎市沖（肥後

ほか，1980b；井手口，1992），肝付町高山（肥後

ほか，1980a；財団法人鹿児島市水族館公社，

2008），内之浦湾（財団法人鹿児島市水族館公社，

2008），鹿児島湾（今井・中原，1964, 1969），桜

島西岸大正溶岩地帯（祖一・高橋，1969），指宿

市沖（肥後ほか，1983b），指宿市山川町沖（久保，

2004），鹿屋市沖（肥後ほか，1983c），宇治群島（肥

後ほか，1968; Motomura et al., 2016），大隅諸島屋

久島（市川ほか，1992; Motomura et al., 2010），昭

和硫黄島，薩摩硫黄島（田代・千葉，2013），口

永良部島（具島，1981），トカラ列島中之島（蒲原，

1956）など多くの地点から報告されている．また，

今井（1959）はタカノハダイが馬毛島・屋久島近

海のトビウオ漁場において流れ藻に纏絡したトビ

ウオ類の卵を飽食することを報告した．

しかし，奄美群島以南において，タカノハダ
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イの記録は少なく，奄美大島（四宮・池，1992），

喜界島（Kamohara and Yamakawa, 1965），沖縄島

（Schmidt, 1931；岡田・伊佐，1959；蒲原，1965；

鳥居ほか，2011；三浦，2012），瀬底島（Yoshino 

and Nishijima, 1981）， お よ び 石 垣 島（ 山 口，

2015）からのみ報告されているにすぎず，奄美群

島与論島（本村・松浦，2014）や沖縄諸島伊江島

（Senou et al., 2006），慶良間諸島渡嘉敷島（渡井

ほか，2009），宮古諸島（Senou et al., 2007）にお

ける魚類相調査においても記録されていない．今

井・中原（1964）と吉野ほか（1975）はそれぞれ

タカノハダイが南西諸島（大隅諸島，トカラ列島，

および奄美群島を含むとしている）と琉球列島（ト

カラ列島から与那国島に至る，としている）に分

布するとしたが，詳細な産地は不明であり，標本

に基づくものであるかも記されていない．した

がって，記載標本は徳之島からのタカノハダイの

標本に基づく初めての記録となると同時に，奄美

群島における本種の 3例目の記録となる．なお，

本種はとくのしま漁業協同組合において「ひだり

まき」と称されており，本種の水揚げが稀ではな

いことが示唆される．
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